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    The aims of this paper are to describe the present conditions of marine mammal hunting 
and sharing activities among the Nunavik Inuit of Canada and to discuss the social-cultural 
significance of these activities to them.  Nunavik Inuit hunting activities are constrained by both 
economic and legal factors. For example, the negative factors are the purchase of expensive gas 
and ammunition and federal regulations, which govern the timing of the hunt and the number of 
animals that can be taken. On the other hand, the Inuit often make use of the Nunavik Hunter 
Support Program instituted under the James Bay and Northern Quebec Agreement to carry out 
their hunting and sharing activities. Inuit's use of this kind of program is a positive factor to 
facilitate the  activities.  Thus, the Inuit organize and practice subsistence activities under 

particular political and economic circumstances. In this paper, however, I argue that these same 
activities are in fact not  only economic  but also contributors to the construction of indigenous 
social relationships and cultural identities, and thus contribute significantly to the development 
of emerging Inuit lifestyles in a rapidly changing  world.  Also, I insist that the contemporary 
Inuit use subsistence activities themselves as a multi-effective resource.
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7、 は じめ に

　人間社 会 を理解す るた めの視点 は複数存在 してい

る。本 稿 で は 、ポ リテ ィカル ・エ コ ノ ミー(Political

Economy)の 視点か ら、 カナ ダのヌナ ヴィク ・イ ヌ

イ ッ トの海獣狩猟 と獲物 の分配 につ いて紹介 し、そ

れ らの意義 を検討する。

　 ポ リテ ィカル ・エ コノミー研 究では、地域共 同体

が資本主義 の拡大の影響 のも とでいかに形成 され て

きたか が検証 されてきた(Schneider　 and　Schneider

1976;Wolf　 1982;Mintz　 1975;ミ ンッ1988)。 そ し

て所与 の社会 の内的な要因 よ りも、それを よ り大 き

な政治経済 的かつ歴史的な脈 絡 に位置づける ことに

より、 その社会 の変化 を理解 しよ うとしてきた。 そ

れ らの研 究では、地域共同体 の成員の主体性が欠如

した もの として取 り扱われ、.周辺社会の変化が資本

主義 の浸透 とい う外か らの力 によって一方的 に生み

出 され るかの ように描 き出され る傾 向が認 め られ る

(Ortner　 1984;Roseberry　 1988;岩 崎2002)。 ・しか し

なが ら世界各地 において資本主義 の浸透 に対 し地域

住民 は さま ざまなや り方 で主体 的 に対処 して きた

(例えば、Nash　 1994;1998a,　 b;前 川2000)。 す な

わち、現実の社会変化は、外 と内との相互作用や混

交作用の中で生じた過程の一部であった。

　 ここでは、現在のイヌイッ トの海獣狩猟や分配

を、毛皮交易や貨幣経済、国際市場 との関係に着目

しながら検討したい。なお、ここでは私の調査地で

あるカナダ ・ケベック州極北地域(ヌ ナヴィク)の

アクリヴィク(Akulivik)村 のイヌイットの海獣狩猟

と、獲物や食物の分配(以 下、分配と略称)を 事例

とする。

2.カ ナダ ・イヌイッ ト社会への貨幣経済 の浸透

　カナ ダの東部極北地域 にお けるイヌイ ッ トと毛皮

交易 や 国家、 国際市場 との関係 が密接 にな ったの

は、20世 紀にはいって か らとい って よいだろ う。

　 1910年 代か らハ ドソン湾会社 な どがホ ッキ ョクギ

ツネ の毛皮を求めて、極北地域 の各地 に交易所 を設

立 した。冬 になる とイヌイ ッ トはホ ッキ ョクギツネ

のワナ猟 を行い、それでえた毛皮 を交易所 に持 って

行っては、その見返 りとして小 麦粉や ビスケ ッ ト、

紅茶 、ハチ ミツ、ライフル 、針、ヤカ ン、ナイフ、

カヌー、布地 などを入手 した。 当初、 この交易は両
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者に利益をもたらしたが、その一方で、イヌイット
は毛皮交易とますます深 く関わるようになった。彼

らの経済生活には、生業的活動と商業的活動が混在

するようになった。

　1920年 代から、第2次 世界大戦のために高級毛皮
の市場が崩壊する1940年 代までは、交易品の毛皮は

おもにホッキョクギツネであった。ところが1961年

にノルウェーでアザラシの毛皮をなめす技術が開発

されると、 ワモンアザラシや ア,.ヒ ゲアザラシ(以

下ではアザ ラシと総称す る)の毛皮が交易品に加

わった。イヌイッ トはアザラシを捕獲し、その肉や

脂肪は分配 して食料 とし、毛皮は売って現金を稼い

だ。その現金でガソリンやライフルの銃弾、スノー
モービルなど狩猟 ・漁労活動に必要な道具や物資を

購入し、狩猟 ・漁労活動を続けた。このように貨幣

経済 と生業活動は共存 しえたのであった。 さらに
1960年 代に定住化がすすむ と、政府支出の各種の生

活補助金や賃金労働からの収入、滑石彫刻や版画な

どの制作、販売からえた収入が加わり、イヌイット

はそれ らの現金収入を利用 しながら狩猟 ・漁労活動

を行った。この時期には、スノーモービルや船外dr

付きカヌー、モーターボー トが導入され、狩猟 ・漁

労活動の機械化が進んだ。

　 ところが1983年10月 に、ECは 動物愛護運動の影

響をうけてアザラシの毛皮の全面的な輸入を禁止し

た。それまでフランスなどの ヨーロッパ諸国は毛皮

服のファッションの中心であったが、その市場が崩

壊してしまったのである。このためイヌイ ットはア

ザラシの毛皮を売 り、現金を得 ることができな く

なった(Wenzel　 1991)。 さらに1980年 代後半には、

イヌイットの滑石彫刻や版画なども売れ行きが鈍っ

た。このような状況のもとで、狩猟 ・漁労活動に投

入できる資金が減少 したために、狩猟 ・漁労活動が

沈滞し始めた。その結果、狩猟 ・漁労活動や食物分

配の頻度の低下をまねき、さらに社会関係にまで影

響が及ぶこととなった(Wenzel　 1991)。

　 一方で、村の生活の中で現金が占める役割は、

年々増大し、多 くの成人は定職につ くことを望むよ

うになった。また、極北地域の貨幣経済において
は、カナダ政府や準州政府、州政府などの経済的な

重要性が増してきた(Chabot　2003;Duhaime　 et　a1
1999)0

　 現在の極北地域の経済の現状を整理すると次のよ

うになろう。第1に 、現在の極北地域の経済は政府

支出の資金によって成 り立っている。第2に 、現在
の狩猟 ・漁労活動 に必要な道具や物資は、現金 に

よってイヌイット社会外から購入されなければなら

ない。現金とい う基準のみか らみれば、現在の狩

猟 ・漁労活動は経済的に持続可能であるとはいえな
い。第3に 、極北地域の混交経済の中で貨幣経済の

方が、生業経済よりも重要になっている。第4に 、

イヌイ ットの人口が急増 している一方で、村の中で
の賃金労働の職はあま り増加 していない。

　 このような条件下で、イヌイットは狩猟 ・漁労活

動に従事 しているのである。ここで強調しておきた
い点は、このような現状にもかかわらず、狩猟 ・漁

労活動や食物の分配 ・消費活動か らなる生業活動は

イヌイット社会においてはきわめて重要な社会 ・文

化 ・経済的な活動であることである。では、なぜ海

獣狩猟および獲物や食物の分配がイヌイ ットにとっ

て重要で あるのか をポ リテ ィカル ・エ コノ ミーの視

点 か ら紹介 し、検討 してみたい。

3、 現代の海獣狩猟 と分配

3.1政 治経済的な条件 と社会生業システム

　毛皮交易とい う歴史条件のもとで、イヌイットは

貨幣経済 と生業経済を混交 させた 「社会生業システ
ム」と呼ぶことのできる経済システムを形成してき

た。ここでいう生業活動 とは、獲物の捕獲、分配、

消費からなる活動である。イヌイ ットの生業活動は

現金収入を前提 として成 り立つ一方で、その活動は

拡大家族 とい う親族関係によって組織 され、実行さ

れた。さらに生業活動は、イヌイットの世界観や価

値観と表裏一体の関係 にあった。すなわち、彼 らの

生業活動が貨幣経済 に接合 されていても、生業活動
の持続とイヌイットの社会関係の再生産、世界観や

価値観の持続は相互に依存しあ う三位一体的な関係

を形成していたといえる。これを図示すれば、図1
のようになる。
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図1　 毛皮交易期に形成されたカナダ ・イヌイット
　　　の社会生業システム

　このシステムの一部に変化がおきると、それ以外
の部分、そして最終的にはシステム全体が変化する

ことが予測される。

3.2ア ク リヴィク村の経済:賃 金労働 と狩猟 ・漁労

　現 在 のア ク リヴィ ク村 の経 済 は、 賃金労働 と狩

猟 ・漁労 との混交に よって成 り立 ってい る。次に、

村 の賃金労働 と狩猟 ・漁労 につ いて述べたい。

　 1996年 当時のアク リヴィク村 の職業 は、ほぼ次 の

よ うで ある。村役 場関係 の定職 は、村長1名 、秘書

2名 、村の総合マネージャー1名 、会計係2名 、住

宅係2名 、福祉係1名 、配水係2名 、配油係2名 、

ゴ ミ収集係2名 、 し尿収集係2名 、修理係1名 、 リ

ク リエーシ ョン係1名 がい る。村役場 関係 のパー ト

タイムの仕事 として季節的な土木 ・建築 関係の仕事

が複数、6名 の村会議員の仕事があ る。生協 には、

総支配人1名 、購買マネー ジャー1名 、会計2名 、

在庫係2名 、 レジ係2名 、ガ ソ リン販 売1名 な ど計

9名 がいる。 このほかに生協のホテルや荷役 といっ

た臨時の仕事 が複数 ある。学校関係 には、イヌイ ッ

ト以外のカナダ人の教 師が6名 、イ ヌイ ッ トの教師

が5名 、秘書 が2名 、教育長1名 、用務員1名 がい

る。 さらに学校 における掃 除な どのパー トタイムの

仕事が複数あ る。発電所 には常勤1名 と非常勤1名

が いる。郵便局員は常勤1名 、 エアー ・イヌイ ッ ト

社 は常勤2名 、空港 管理 ・整備 の仕事 と気象予報 の

仕事 についてい るイ ヌイ ッ トが3名 である。看護所

にはフランス系カナ ダ人の看護師2名 、イ ヌイ ッ ト

の通訳1名 、パー トの掃除係1名 がいる。 これ以外
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にも、マ キ ヴ ィクや カテ ィ ヴィク地方政 府関係 の

パー トタイムの仕事が複数 ある。また、エ コツー リ

ズムや小型商店 を経営す るイ ヌイ ッ トがいる。 アク

リヴィク村でイヌイ ッ トがつ くことができる実 際の

定職の数は、.約45あ ま りで、村全体 め世帯数約90世

帯(う ち15世 帯 は1人 世帯)よ り少 ない。定 職 と
パー トの職 をあわせれ ば130人 あま りの人が何 な ら

か の形で、現金収入 を得 ている。1996年 の村 の失業

率 は10.3%(ケ ベ ック州全体 は11.8%)で あった。

アク リヴィク村の成人 の平均年 収は約16500ド ル(ケ
ベ ック州全体 は約23200ド ル)で あった。夫婦 あわせ

て の年収 の平 均は、38500ド ル(ケ ベ ック州全体 は約

53200ド ル)で あ った。 アク リヴィク村 の個人 も家族

もケベ ック州 の平均 の7割 程度 の収入である。極 北

地域 で は、物 価がカ ナ ダ南部 と比べ約1.5倍 と高い

ため(表1)、 生活は決 して楽ではない。

表2　 アクリヴィク村の狩猟漁労活動の1年(1999年

　　　現在)

おもな捕獲対象物

　 　 　 　 　 月(1年)

123456789101112

表1　 ヌナヴ ィク地域 とケベ ック市での食品価格

　　　 の比較($は カナ ダ ・ドル)

ケベ ック市

ホッキ ョクイワナ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ◎ ◎ ○ ○ ○ ○

陸封ホッキョクイワナ ◎ ◎ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ◎ ◎

ホワイトフィッシュ ◎ ◎ ○ ○ ○ ○　　　　　○ ◎ ◎

ワモ ンアザ ラシ ○ ○ ◎ ◎ ◎ ○ ○ ○ ○ ◎ ○ ○

アゴヒゲアザラシ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ◎ ○ ○

シ ロ イ ル カ 　 　 　 　○ ○ ○ ○ ◎

セ　 イ　 ウ　 チ　　　　　　　　　 ○ ◎

ホ ッキ ョク グマ ◎ ◎ ○ ○ ○ ○ ○　　 　　◎ ◎

カ リ ブ ー ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ○ ○ ○ ○ ○ ○

牛　 　肉(1kg)

リ ン ゴ(1kg)

ポ テ ト(101bs)

バ タ ー(454g)

タ マ ゴ(12個)

ミ ル ク(11)

食 パ ン(675g)

ヌナヴィク地域

$7.95

$2.84

$7.18

$4.34

$3.11

$2.72

$1.99

$5.52

$2.40

$3.17

$3.17

$1.78

$1.38

$1.4&

出典(Duhaime,　 e亡a1.2000:10)

バ　 ク　 ガ

カ ナ ダ ガ

カ　　　モ

カ モ 類 の

ラ　イ　チ　ョ

ベ　　リ　 ー

ン

ン

類

卵

　　 0000

　 00000

0000000

　　 00亀

ウ ○ ○ ○ ◎ ◎ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

類　　　　　　　　　　○ ○

　村で定職についている成人男性は、週末か祝 日、
長期休暇中、就労時間後にしか狩猟 ・漁労に従事す

ることができない。 これらの人々が狩猟 ・漁労活動

に従事する時間はそれほど多くはないが、現金収入

があるために性能がよいスノーモービルや高性能ラ

イフルを持っており、狩猟 ・漁労の効率は決して悪

くは無い。皮肉なことに、現金収入がない中高年は

十分な装備やガソリンを買 うことができず、狩猟 ・

漁労に行きたくても行けないことがある。

　現在のイヌイットは、生活のすべての面において

現金が必要であ り、重要であることをはっきりと認

識 している。従って、子供たちにはしっか りした教

育を受け、高収入の定職につ くことができることを

親たちは希望してお り、イヌイッ トの仕事観も変わ

りつつあるのである。

　 アクリヴィク村のイヌイ ットは、カナダ南部から
空路や海路で搬入されてくる加工食料品を大量に消

費 している一方で、地元で捕ることができる海獣や

陸獣、魚類、鳥類を食料資源 として利用している。
1990年 代後半の1年 の生業活動の周期は次の表2に

示す とおりである。

　 この表2を みてわか るよ うに、アク リヴィク村の

イ ヌイ ッ トは、 氷雪 が の こる春 には ワモ ンア ザ ラ

シ、 ライ チ ョウ、 カ リブー 、 内陸 の湖 でホ ワイ ト

フィッシュや陸封ホ ッキ ョクイ ワナをおもに捕獲 し

てい る。夏 には、ホ ッキ ョクイ ワナ、 カナ ダガ ン、
バ クガ ン、カモ、セイ ウチ を捕獲 し、ベ リー類 を採

集す る。秋 にはワモ ンアザ ラシや シロイルカを捕獲

(注)網 掛け は中心的な捕獲物(食料)を示す。

○は捕獲期、◎は捕獲の最盛期を示す。

し、冬 には陸封ホ ッキ ョクイワナ、ホ ワイ トフィ ッ

シ ュ、ホ ッキ ョクグマ、カ リブーを捕獲 している。

これ らは、イ ヌイ ッ トの食料 となる。

3.3シ ロイル カ猟、セイ ウチ猟、 アザ ラシ猟

　 アク リヴィク村のイヌイ ッ トが捕獲す るお もな海

獣 は、デ ゴヒゲアザ ラシとワモンアザ ラシ、セ イウ

チ とシロイルカ である。

　 アザ ラシ類 はアク リヴィク村 の周辺 の海域や海氷

上か らほぼ1年 中、捕獲する ことがで きる。一方、

セイ ウチ とシ ロイルカはア クリヴィク村 の周辺 では

あ ま り捕獲 で きず、100km以 上 はなれた ハ ドソン海

峡地域まで行かなければな らない。

　 ここでは、 これ らの海獣が どの よ うに捕獲 され、

分配 されてい るかを紹介す る。

3.3.1シ ロイルカの狩猟 と分配

　 シ ロイルカは夏か ら初秋 にか けてアク リヴィク村
の近海 を北上 し、越冬地で あるハ ドソン海峡へ と向

か う。2001年 までは近海 を回遊す るホ ッキ ョクイ ワ

ナ を船 外機付 きカ ヌーで追 い、 捕獲 して いた が、

2002年 か ら新たな資源管理体制が開始 された。 この

新体 制ではハ ドソン湾東部沿岸で のシ ロイル カ猟 は

全面的 に禁止 され、ハ ドソン海峡 におい て年 間15頭 ・

以下の捕獲 が許可 されたのみであった(岸上2003a:

110-111)。 このため、現 在では、毎年10月 に村がハ

ンター ・サポー ト ・プログ ラムの資金 を利用 し、6

名 のハ ンター を大型 ボー トで ハ ドソン海 峡 に派遣

し、 シロイルカ猟 を実施 している。

　 捕獲 されたシ ロイルカのマ ッタ ック(脂 肪付 きの

皮部)と 肉は、村 の役人 によって全世帯 に平 等 に分

配 されてい る。

3.3.2セ イウチの狩猟 と分配

セ イウチ は夏か ら秋 にか けてハ ドゾン海峡のサ リ
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スベ リー島 な どに集 まる。狩猟地 はア ク リヴィク村

か ら100km以 上 は 離 れ て い るた め、 ハ ン タ ー ・サ

ポー ト ・プログラム を利用 した大型ボー トの狩 猟遠

征が可能 になるまで、行われていなかった。

　毎 年9月 ごろにア ク リヴィク村 はハ ンター ・サ

ポー ト ・プ ログラム を利用 してハ ドソン海峡 にあ る

島に大型ボ ー トを派遣 し、狩猟 させてい る。セイ ウ

チ の肉は、 それ を欲す る村人 に分配 されてい る。村

人 は、世帯 ごとに石積 み貯蔵庫 をつ くり、その 中で

セ イ ウチ の肉 を数 ヶ月 寝 かせ、 イ グナー ク(発 酵

肉)を 作 り、冬 の食料 としている。

3.3,3ア ザラシの狩猟 と分配

　アザ ラシの捕獲には、(1)氷上で 日光浴 をしなが
ら寝ているアザラシを捕獲す る春のアザ ラシ猟、

(2)夏か ら秋 にかけての海上でのアザラシ猟、(3)冬
の不凍海域でのアザラシ猟、(4)冬 の海氷上の呼吸

穴でのアザラシ猟などがある。

　(4)はもともと集団猟であったが、現在では数人
のハンターによって行われる。アザラシ猟は機械化

が進んだ結果、ほとんどの場合、2,3人 以下の少

人数で行 うことができるようになった。獲物はハン

ター間で分配された後、獲物の肉は、おもに拡大家

族集団内で分配されていく。

3.3.4海 獣狩猟 と獲物の分配

　現在のアクリヴィク村では、海獣狩猟を行 うため
にはハンター ・サポー ト・プログラムの資金か個人
の現金を利用することが必要である。また、資源保

護のために、シロイルカについてはクオータ制度が

導入 されており、イヌイットは自由に捕獲すること

ができない状態にある。現在の海獣狩猟活動にはか

なりの制限が課せ られている。

　ハンター ・サポー ト・プログラムの資金を利用し

た海獣狩猟では、獲物の肉や脂肪は村人に平等に分

配される。一方、個人の資金を利用 した海獣狩猟で

は、狩猟に参加したハンター間で分配 された後、捕

獲量が多い場合には、村人へ と分配される。そして

どちらの場合でも、ひ とたび肉や脂肪が村人の所有
になると、余裕がある限 りおもに拡大親族関係に

沿って繰 り返 し分配され る(1)。ここで重要な点は、

獲物の分配は拡大家族関係に沿って行われており、

その実践はその関係の再生産を生み出していること

である。

4.検 討

4.1ヌ ナヴィク地域における社会経済開発の基本

　　　方針とハンター ・サポー ト・プログラムによ

　　　 る生業活動の活性化

　イヌイッ ト社会では、生活の志向について多様化

が進んでいる。生業活動を望む者もいれば、賃金労

働を望むものもいる。このような状況の中で、ヌナ

ヴィク地域の政治 リーダーたちは、単純 に職を増や

し、個人所得を増大させる経済開発ではな く、地元

にある食料資源や制度を文化的に持続可能なや り方

で活用する社会経済開発の必要性を主張している。

　ヌナ ヴィク地域ではマキヴィクやカティヴィク地
域政府、ケベ ック州政府が 「ジェームズ湾および北

ケベ ック協定」(The　 James　 Bay　 and　Northem

Quebec　 Agreement)(1975)の も とで、1984年 か ら

狩 猟 ・漁 労活動 を活性化す るた めの 「ハ ンター ・サ

ポー ト ・プ ログラム」 を実施 してい る。 このプ ログ

ラムの も とで ケベ ック州政府 はヌナ ヴ ィク ・イ ヌ

イ ッ トの狩 猟 ・漁労 活動 を促進 させ るた め に、 カ

テ ィヴィク地方政府 を経 由 して各村 に補助金を提供

してい る。例 えば、 アク リヴィク村では、毎年変動

が あるものの1年 あた り平均14万 カナ ダ ・ドル あま

りを受 け取 り、その資金 を利用 して村用の大型ボー

トを購入 し、セイウチ猟遠征や シロイルカ猟 遠征 を

実施 し、獲物 を村 人に無料で提供 してい る。 さらに
ハ ンターか らアザ ラシや ホ ッキ ョクイ ワナ を買い取

り、食料の必要な世帯に無料 で提供 してい る。

4,2狩 猟 ・漁労や分配 の意義

　現代 のイ ヌイ ッ トにとって狩猟や漁労 は経済的な

利潤 を生み出す ことはない。 む しろ手元 にある現金

や補助金 を利用 しなが ら狩猟 ・漁 労活動 を続 けてい

る。 ここで はア ク リヴィク村 のイ ヌイ ッ トの事例 に

も とつ いて、狩猟 ・漁労や食物分 配の意義 を、イ ヌ

イ ッ トの視点 と外部の視点か ら検 討 してみたい。

　 まず、イ ヌイ ッ トの視点か ら狩猟や漁労、分配の

意義 を検討 してみ よ う。

　第1に 、狩猟や漁労で えた肉や魚のカ ロリー摂取

量 は、全体 の3分 の1程 度であ るにもかかわ らず、
「真 の食 べ物」(nigi亡uinnaq)と み な してい る。そ

れ らを食べ る ことに満足感 を得てい る。狩猟や漁労

は 「真の食べ物」 を獲得す るための重要な活動で あ

ると考 えている。

　 第2に 、ほかの人 とともに狩猟や漁労 に参加 し、

獲物 をほかの人 と分 かち合 うことに満足感 を感 じて

い る。 とくに多 くの獲物 を とり、それ らを村 人 と分

配す るハ ンターは、 この行為 を通 してハ ンター とし

ての プライ ドや社会 的な名声 を得てい る。

　 第3に 、狩猟や漁 労に従事す るイ ヌイ ッ トは、彼

らの海や海氷上で行われる活動 として、それを行 う

こ と自体 に文化的な満足感 を得 ている。イヌイ ッ ト

は、狩猟や漁労 に出かけ、従事す るこ と自体や、村

か らはなれ狩猟 ・漁労場や キャンプ地で時間 をす ご

す ごと自体 に満足感 を見出 している。

　 以上 の よ うにイ ヌイ ッ トの視 点 か ら見 る と、 狩

猟 ・漁労活動や分配は彼 らの文 化的な満足感 を満た

す活動である とい うこ とがで きよ う。

　 一方、外部 の視点 にたつ と、狩猟 ・漁 労や食物分

配の意義や特徴 を指摘す ることがで きる。先 に紹介

した社会 生業 システ ムは、実質的 に毛皮交易が終焉

を迎 えた1984年 以 降、急激な変化 を余儀 な くされて

きた(Wenzel　 1991)。 現代のイ ヌイ ッ トの狩猟 ・漁

労活 動 は、食料 を獲 得す るた めだ けの活動 では な

い 。 ス チ ュア ー ト(1996)や ス タ ー ン(Stern

2000)は 狩猟 ・漁 労活動 が レジャー化 してきている

点 を指摘 してい る。スチュァー トは、機械化 された

イ ヌイ ッ トの狩猟 ・漁 労活動 が経済的 に重要である

よ りも、国家 や世界 システム の 中でアイデ ンテ ィ

ティの維持 な ど文化的なサバ イバル と深 く関わって

い る こ と を指 摘 して い る(ス チ ュア ー ト1995;

1996)。 また、イ ヌイ ッ トは狩猟 活動 をイ ヌイ ッ ト

のイ メージや民族表徴 として利用 している ことを指

摘 している(ス チュアー ト1998;Stewart　 2002)。

すなわち、狩猟 ・漁労 に携わ るハ ンター としてのイ
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ヌイットのイメージは、対国家や対国民にとって先

住民とい う重要な政治的な立場の強力なメッセージ

性を有している。大村は、イヌイットは狩猟や漁労

など日々の実践を通してポジティブな自己イメージ
を作 り出 している点 を指摘 している(大村1998;

●mura　2002)0

　現在のアクリヴィク村では定職の数が少な く現金

収入が限 られている。しかもヌナヴィク地域では物

価が高いために、現金で購入 されるマーケッ ト食品
だけに常時依存することは経済的に難しい(表1)。

したがって狩猟や漁労の産物を活用すべきであると

いう見解が成 り立つ。さらに多 くのマーケット食品

は高加工脂肪分、高塩分、高糖分、高炭水化物 とい

う特徴を持ってお り、 これ らへの依存 こそがイヌ

イットの健康問題の元凶であるので、イヌイットは

多様な栄養分に富む地元の産物を食料資源 として活

用すべ きであるとい うも存在している(表3)(岸 上
2003:265-206)0

表3　 動物の部位 とそこに含まれるおもな栄養素

学的に意義がある活動であると私は主張 したい。イ

ヌイッ トは狩猟 ・漁労活動や分配を多機能や複合的

な効果をもつ資源 として利用 しているのである。し

たがって生業活動を経済性に欠けるとい う指摘は、

現在の政治経済的な脈絡では生業活動の一側面を見
ているにすぎない(2)。彼 らの生業活動をひとつの特

徴や機能のみから理解することや分析することだけ
では十分ではないといえよう。

5.結 論

部位

アザラシやカ リブーの肉

シロイルカの脂肪

シロイルカのマッタック

　 シロイルカの油

(長時間ねかせたもの)

イ ッカ ク の マ ッタ ッ ク

イッカクの脂肪

カリブーの肝臓

カリブーの脂肪

カリブーの乾燥肉

ワモンアザラシの肝臓

淡水魚の卵と肝臓、カモの卵

ワモンアザラシの脳部

おもな栄養素

タンパク質、鉄分

脂 肪 、ビタ ミンA、 ビタ ミンC

亜 鉛、ナ トリウ ム、ミネ ラル類 、

ビタ ミンC

ビ タ ミンA、 ビ タ ミンE

ビタミンC

脂 肪 、ビタ ミンA、 ビ タ ミンE

ビタミンA、ビタミンE、ビタミンB2、

ビタミンB6、葉酸

脂肪

ミネラル類

ビタミンA、ビタミンE、ビタミンB2、

ビタミンB6、ビタ ミンC、葉酸

脂肪酸

脂肪酸、ビタミンC

　1960年 代以降、カナダのヌナヴィク地域のイヌ

イットは、国民国家や国民経済、さらには世界経済
に以前 よりも急激に接合 され、統合 されてきた。彼

らの生活は、基本的に外部からもたらされる資金 と

物資に依存する貨幣 ・生業混交経済の うえに成 り
立っている。カナダ南部からもたらされるマーケッ

ト食品の量や割合が増大 しつつある うえに、狩猟 ・

漁労活動を行 うためには、現金が不可欠であるとい

う現状の中で、イヌイッ トは狩猟 ・漁労活動や分配

を行っている。

　本稿では、そのような状況下にあるイヌイットの

海獣狩猟活動 と分配活動の意義を、イヌイットの視

点と外部の視点から検討してみた。そしてそれらの

活動が、現代のイヌイッ トにとって文化的、栄養学

的、経済的、社会的、政治的に意義のある活動とい

うことを指摘 した。現在のイヌイッ ト社会では狩

猟 ・漁労活動は、たんなる食料資源を獲得するため
の活動ではなく、生業活動(狩 猟 ・漁労 と分配、消

費)そ のものが、イヌイ ットによって多機能や複合

的な効果 をもつ資源 として利用 されているのであ
る。

注

(1)イ ヌイ ッ トの獲物 や食物 の分 配 につ いて は、岸
上(2003b;2004a,b)を 読 まれ たい。

(2)ジ ューン ・ナ ッシュ(Nash　 1994)は 、資本主義化

や経 済のグローバル化が進展 しても、危機的な条件

下 にある人々の間では生業活動 は生 きてい くうえで

重要 である とい う。彼女 は、資本主義 に統合 された

経済下でも生業活動は存続 する と主張 している。

(Kuhnlein　 2000を も と に作 成)
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